
○ 単元計画（小学校）

第４学年 総合的な学習の時間指導計画
富岡市立一ノ宮小学校
担当者 廣木 泰・高橋 崇子・青山 正

１ 単元名「地域のよさを伝えよう」（全指導時数 30時間）

２ 単元設定の理由
（１）児童の実態

３年生から夢人里の時間（一ノ宮小学校の総合的な学習の時間の名称）の学習を始めて２
年目になる。自分で考えながら調べ進めるという学習を好む児童が多い。４年生になって、
一層意欲的に取り組む姿勢が見られるようになってきた。
一ノ宮小では、総合的な学習の時間の内容として、具体的な項目を８つ設定し、それらを

大きく３つに分類している。「人と自然」「人と社会」「人と文化」である。この大きなまと
まりを３，４年生で一通り、５，６年生でもう一度触れるようにしている。
児童は、３年生の時に「小麦について知ろう」の学習で「食と健康」（一ノ宮小内容系列

表：人と自然②）に触れる学習を経験している。４年生では、社会科で地域学習を行うこと
もあり、教科等との関連を図るという点から「人と社会」の内容で単元づくりを行うことに
した。
多くの児童が地域へ出て学習を進めることで、自分の住む地域を見直すようになってきて

いる。地域にあるいろいろな施設（神社仏閣なども含む）や風習は、そこに住む人々の生活
と密接にかかわっていることに気付くことができれば、地域に愛着をもつことができるよう
になり、児童自身もそこに住む一員であるという自覚が生まれてくることが期待できる。そ
うすれば、今後、地域と積極的にかかわり、地域をよりよくしていこうとする意識も芽生え
てくるのではないかと考える。
そこで、大単元「地域のよさを見直そう」（80 時間）を構想した。最初の小単元「自分の

住む地域のことを知ろう」（23 時間）では、かつての卒業生が作製した一ノ宮カルタに親し
む活動を通して、一ノ宮の地域の施設や行事・風習についての知識を得た。次の小単元「地
域のよいところを調べよう」（23 時間）では、カルタにうたわれたものを中心に、自分の住
む地区で自慢できることはないか探し、それについて詳しく調べてきた。そして、本単元「地
域のよさを伝えよう」（30 時間）では、地域の自慢を１，２年生に分かりやすくまとめ、伝
える活動を通して、地域への愛着をより強くもてるようにと考えた。最後に「１年間の学習
をまとめよう」（４時間）で、今年の総合的な学習の時間での自分の学びを振り返り、その
後の生活に生かせるようになるとよいと考える。
大単元開始の際、自分の住む地区の自慢をしようと投げかけ、最初の学習を始めたところ、

どの地区の自慢も「田畑が多い」「自然が多い」ということになり、地域について知ってい
そうで案外知らないという児童の実態が明らかになった。
地域について詳しく調べるきっかけとして、一ノ宮小で十数年前に製作された「一ノ宮カ

ルタ」を取り上げ、児童は、カルタで遊ぶことから学習に入った。その後、カルタにうたわ
れている場所に実際に行ってみる活動を行った。そして、それぞれ自分の住む地区の自慢を、
地区ごとにグループを編成し、調べる学習に移った。
一ノ宮カルタにうたわれているものを中心に調べたので、神社・仏閣・施設などの「もの」

や祭りや風習などの「こと」に関することが多かった。一番かかわらせたい「人」に関する
ことは、ほとんどなかった。また、カルタにうたわれている数が地区によって違うので、た
くさん調べられたところと１つか２つくらいしかなかったところと、地区によっても偏りが
見られた。
そこで、一通り調べ発表し終わったところで、「もの・こと・人」という大きな視点を与

え、これに沿って３つの視点でバランスよく取り上げられるとよいということを伝え、調べ
直し活動や精選を促すことにする。それらの活動の中で、地域の人に聞き取り調査を行った
り、地域の人からアドバイスを受けたりして、必然的に人とかかわれるようにしていきたい。

（２）教師の願い
児童は、生活科、３年生の総合的な学習の時間や社会科・理科で、学校周辺の自然や施設

に触れ、家族をはじめそこに住む人々との交流を経験してきた。４年生になり、社会科では
地域学習に一応の区切りをつける。また、来年は学校の代表として地域に参加する機会が増
える高学年になる。
そこで、総合的な学習の時間で、社会科の地域学習の経験を生かしつつ、もっと深く地域

にかかわりをもってほしいと考え、本単元を構想した。
地域のよさを自慢するという活動を通して、児童が地域を見直し、そのよさを実感するこ

とができれば、地域への愛着は強まる。そして、地域をよりよくするために自分はどうすべ
きかという視点から児童自身の生活を見直すことにつながればよいと考える。
しかし、単に地域のよさを調べるだけでは、社会科の地域学習と変わりない。そのため、

自分たちの地区のよさを調べただけではなく、だれかに伝える活動を展開するようにし、伝
える対象を下級生（１，２年生）に限定した。下級生相手に、調べたことをそのまま読んだ
り、書いたりしただけでは、十分には伝わらないことが予想される。下級生に分かるように



伝えるためには、児童自身が、調べたことを十分理解した上で、自分の言葉で伝えなければ
ならない。これにより、児童一人一人が真剣に調べ、よく考えてまとめ、分かりやすく伝え
るという、一連の学習に自主的に取り組んでくれることを期待している。
なお、調べる・まとめる・伝えるという活動は、原則的に地区別のグループで協力しなが

ら進めるようにする。その中で、自分が暮らす地区のよさを考えること、そこに住む人々と
積極的にかかわることを重視したい。
今回、地域のよさを伝えるという学習を通して、自分の住む地域に愛着を持つというねら

いとあわせて、友達とともに協力してよりよく生きる態度を養うことができればと考えてい
る。そのため、一人ではなかなかできない活動（広範囲にわたる現地調査など）を意図的に
設定したり、学習を振り返る際に、友達とのかかわり方について、自己評価あるいは相互評
価を行う機会を計画的に設けたりしていきたい。

３ 単元の目標
地域のもの・こと・人について調べ、それを地域の自慢として下級生に伝える活動を通し

て、より深く地域とかかわり、地域に愛着をもつ。

４ 単元の評価規準
○関心・意欲・態度
①自分の住む地区のよいところを自分の言葉で伝えようとする。
②友達と協力して学習を進めようとする。
③一ノ宮の地域に愛着をもつ。

○思考・判断
①目当てをはっきりさせて、学習を進めることができる。
②一ノ宮の地域のよさについて考えることができる。
③下級生に分かりやすいまとめ方、伝え方を考えることができる。

○技能・表現（基礎的・基本的な技能）
①下級生に分かりやすく、絵や図を利用してまとめることができる。
②下級生に分かりやすい声の大きさ、話す速さで伝えることができる。

○知識・理解（基礎的・基本的な知識）
①自分の地区の特徴が分かる。

５ 学習過程と評価計画

評 価 規 準

時 学 習 活 動 支 援 関心意 思考 技能 知識 評価資料

間 （方法・内容） 欲態度 判断 表現 理解

１自分の地区の自慢を

見直す。 （３時間）

１ ①１学期や夏休み中に ・ 一 ノ 宮 カ ル タ を 中心 ② 発 表 評 価 カ ー

調べた自分の地区の自 に、調べたことをカード ド

慢を発表しあう。 にまとめ発表しあう。

１ ②調べたことが本当に ・もの・こと・人という ② 振 り 返 り カ ー

自慢できることなのか、視点を与え、偏りなく調 ド１

見直してみる。 べられているか見直すよ

うにする。

１ ③もの・こと・人につ ・人について心当たりが ① 振 り 返 り カ ー

いて、自慢できるもの な い と い う グ ル ー プに ド２

かどうか判断する。 は、その地域の行事や施

設に携わっている人に着

目するよう助言する。

２自分たちの地区の自

慢の再調査、精選を行

う。 （11時間）

１ ①足りないものについ ・事前に情報を集めてか ② 予定表

て、再調査する計画を ら現地に行くよう助言す

詳しく立てる。 る。

４ ②地域に出て調べ直す。・どんな情報を集めるの ② 調査カード

か、あらかじめ考える。



・交通安全第一で時間的

に余裕をもって調べられ

るよう注意する。

1 ③再調査したものを含 ・下級生にそのよさがわ ② 自慢カード

め、発表する地域の自 かるかどうか、考えてみ

慢を決める。 るよう助言する。

・グループ全員が納得し

て選ぶことが大切である

ことを知らせる。

4 ④再調査・精選したも ・１年生に伝えるときと ② ５ 年 生 発 表 振

のをまとめ、５年生に 同じ内容、同じ方法で行 り返りカード

発表する。 うようにする。

・５年生には発表後に内

容や方法に関するアンケ

ートをとり、今後の準備

や練習に役立てるように

する。

1 ⑤５年生への発表をも ・ 地 域 の 特 徴 的 な もの ① 本発表計画書

とに自分たちの地域の で、なおかつ、１年生に

自慢を最終決定する。 も分かるものを選ぶよう

にする。

３地域のよさを伝える

準備をする。（10時間）

3 ①決定した自慢を下級 ・５年生の意見を参考に ③ 本発表計画書

生に伝えるにはどうす するようにする。

ればよいか話し合う。

5 ②話し合って決定した ・場所は４年１組、２組、 ① ① 準 備 ・ 練 習 中

伝え方に沿って準備を 図書室のいずれかになる の様子（観察）

進める。 ことを伝え、必要なもの 作 成 中 の 発 表

を考えるよう助言する。 用資料

１ ③２年生を対象に地域 ・児童自身が、まとめ方 ② ２ 年 生 発 表 振

の自慢を伝える。 や伝え方の長所・短所を り返りカード

実感できるよう、直前の

助言はあえて行わない。

・発表終了後、２年生に

簡 単 な ア ン ケ ー ト をと

る。

１ ④自分たちの発表を振 ・アンケートの集計結果 ③ ２ 年 生 発 表 振

り返る。 を伝え、自己評価、総合 り返りカード

評価をし、内容や方法を

見直すようにする。

４宮小フェスタで１年

生に発表する。（6時間）

１ ①まとめ方、伝え方の ・何をどうするのか、で ③ 振 り 返 り カ ー

課題を明確にする。 きるだけ具体的に出すよ ド３

うにする

３ ②修正を加え、最終的 ・練習しながら、気付い ② 練習の様子

な準備をする。 たところはどんどん修正 （観察）

するように助言する。

１ ③１年生を招き、それ ・正確に言ったり、読ん ② 発表の様子

ぞれの地区の自慢を伝 だりするよりも、１年生 (VTR）

える。 に分かってもらうことの

方が大切であることを確

認する。



６ 評価基準（ルーブリック）

学習活動 評価 学習活動における 評価資料 評価基準

規準 具体的な評価規準 A（３） B（２） C（１）

技 能 聞き手が分かるよ 発表評価 よく分かっ よく分かっ よく分かっ

表 現 うに伝えることが カード たという評 たという評 たという評

② できる。 価が 80 ％以 価 が 60 ～ 価が 60 ％未
上。 80 ％。 満。

思 考 自慢したい理由を 振り返りカ 自慢できる 自慢できる 自慢できる

判 断 はっきりと書くこ ード「振り 理由が複数 理由が１つ 理由が不明

② とができる。 返ろう１」 書かれてい 書かれてい 瞭あるいは

る。 る。 書けない。

思 考 本当に自慢できる 「振り返ろ 自慢として 自慢として 自慢として

判 断 かどうか適切に判 う２」（地 残すか、自 残すか、自 残すか、自

① 断することができ 区別大判） 慢からは外 慢からは外 慢からは外

る。（グループ） すか、すべ すか、半分 すか、適切

て適切に判 以上適切に に判断でき

断できる。 判断できる。たものが半

分に満たな

い。

１自分の地区
の自慢を見
直す
（３時間）

①１学期や夏
休み中に調
べた自分の
地域の自慢
を発表しあ
う。

②調べたこと
が、本当に
自慢できる
ことなの
か、見直し
てみる。

③もの・こと
・人につい
て、自慢す
るに足るも
のかどうか
判断する。

２自分たちの
地域の自慢
の再調査、
精選を行
う。
（14時間）

１ ④今までの学習を振り ・２学期の夢人里の時間 ③ ２ 学 期 の 夢 人

返る。 の学習で特に印象に残っ 里 振 り 返 り カ

ていることを、だれかへ ード

の

手紙という形で表すよう

にする。

・何を書けばよいのか分

からない児童のために、

がんばったこと、がんば

れなかったことなど具体

的な内容や教師、保護者、

地域の人など誰にあてて

書くかということを例示

する。



思 考 対象や方法を明確 校外調べ活 活動の内容 活動の内容 活動の対象

判 断 にして再調査の計 動計画書 （対象・方 （対象・方 あるいは方

② 画を立てることが 法など）が 法など）が 法があいま

できる。 時分まで詳 具体的に書 い。

しく書いて いてある。

ある。

関 心 友達と協力して再 再調査振り 自分自身と グループの グループの

意 欲 調査を進めようと 返り 班員全員が 友達の過半 友達の「協

態 度 する。 共に「協力 数が「協力 力でき」た

② できた」と できた」と という評価

評価してい 評価してい が 50 ％ 以

る。 る。 下。

思 考 地域の特徴をよく 自慢カード すべて地域 地域の特徴 地域の特徴

判 断 表しているものを １ の特徴をよ を表してい を表してい

② 選ぶことができる。 く表してい るものを過 るものが半

（グループ） るものを選 半数選んで 数に満たな

んでいる。 いる。 い。

技能 ５年生に分かりや ５年生発表 「分かった」「分かった」「分かった」

表現 すく地域の自慢を 振り返りカ という５年 という５年 という５年

② 伝えることができ ード（５年 生の評価が 生の評価が 生の評価が

る。 生用） 80％以上。 60 ％以上。 60 ％未満。

知 識 自分の生活と関連 本発表計画 自慢すべて 自慢の過半 地域の特徴

理 解 づけて自分の地区 書 が地域の特 数は地域の 的なものが、

① の特徴がわかる。 徴的なもの 特徴的なも 過半数に満

を選んでい のを選んで たない。

る。 いる。

思 考 １，２年生に分か 本発表計画 １，２年生 １，２年生 １，２年生

判 断 りやすいまとめ方、書 の興味・関 の興味・関 に対する配

③ 伝え方を考えるこ 心と理解力 心または理 慮が不足し

とができる。 を考慮して 解力を考慮 ている。

いる。 している。

技 能 １，２年生に分か 作成中の発 選んだ自慢 選んだ自慢 選んだ自慢

表 現 りやすく、絵や図 表用資料 すべてに１，のうち過半 について１，

① を利用してまとめ ２年生に地 数について ２年生に地

ることができる。 域のよさが １，２年生 域のよさが

①足りないも
のについ
て、再調査
する計画を
詳しく立て
る。

②地域に出て
調べ直す。
（６時間）

③再調査した
ものを含
め、発表す
る地域の自
慢を決め
る。

④再調査・精
選したものを
まとめ、５年
生 に 発 表 す
る。
（５時間）

⑤５年生への
発表をもと
に自分たち
の地域の自
慢を最終決
定する。

３地域のよさ
を伝える準
備をする。
（10時間）

①決定した自
慢を下級生
に伝えるに
はどうすれ
ばよいか話
し合う。

②話し合って
決定した伝
え方に沿っ
て、準備を
進める。
（５時間）



伝わるよう に地域のよ 伝わるよう

な工夫をし さが伝わる な工夫をし

ている。 ような工夫 ているもの

をしている。が半数に満

たない。

関 心 自分の住む地区の 練習の様子 自分の言葉 自分の言葉 まとめたも

意 欲 よいところを自分 (VTR) で 分かりや で伝えよう のや原稿を

態 度 の言葉で伝えよう すく伝えよ とする。 読んでいる。

① とする。 うとする。

技 能 １，２年生に分か 発表の様子 プレゼンテ 聞き手の様 聞き手のこ

表 現 りやすいように伝 （VTR) ー ションの 子を見て伝 とを忘れて

② え方を工夫してい 仕方を工夫 えている。 伝えている。

る。 して伝えて

いる。

技 能 ２年生に分かりや ２年生発表 よく分かっ よく分かっ よく分かっ

表 現 すく伝えることが 振り返りカ たという評 たという評 たという評

② できる。 ード（２年 価が 80 ％以 価 が 60 ～ 価が 60 ％未
生用） 上。 80 ％。 満。

思 考 ２年生に分かりや ２年生発表 ２年生に地 ２年生に地 単に発表の

判 断 すいまとめ方、伝 振り返りカ 域のよさが 域のよさが 善し悪（あ）

③ え方ができたか振 ード（４年 伝わったか 伝わったか しだけを振

り返ることができ 生用） どうか発表 どうか発表 り返ってい

る。 の内容と方 の内容また る。

法両面から は方法につ

振り返って いて振り返

いる。 っている。

思 考 １，２年生に分か 宮小フェス まとめ方、 まとめ方ま 課題が明確

判 断 りやすいまとめ方、タの準備・ 伝え方両方 たは伝え方 になってい

③ 伝え方を考えるこ 練習の様子 の課題を明 の課題を明 ない。

とができる。 確にしてい 確にしてい

（グループ） る。 る。

関 心 友達と協力して発 振り返りカ 班全体のこ 友達と協力 自分の分担

意 欲 表の準備を進めよ ード「ここ とを考えて し合って準 以外に注意

態 度 うとする。 ま で の 自 仕事を分担 備を進めて が向かない。

② 分」２ し準備を進 いる。

③２年生を対
象に地域の
自慢を伝え
る。

④自分たちの
発表を振り
返る。

４宮小フェス
タで１年生
に地域の自
慢をする
（５時間）

①自分たちの
まとめ方、
伝え方の課
題を明確に
する。

②修正を加
え、最終的
な準備をす
る。
（２時間）



めている。

技 能 １年生に分かりや 発表の様子 プレゼンテ 聞き手の様 聞き手のこ

表 現 すい声の大きさ、 （VTR）ーションの 子を見て伝 とを忘れて

② 話す速さで伝える 仕方を工夫 えている。 伝えている。

ことができる。 して伝えて

いる。

関 心 一ノ宮の地域に愛 ２学期の夢 地域の方々 地域の方々 自分の学習

意 欲 着をもつ。 人里振り返 への感謝の への感謝の の反省にと

態 度 りカード 気持ちや地 気持ちが書 どまる。

③ 域に対する かれている。

思いが書か

れている。

○ウェブマップ

③フェスタで
１年生を招
き、地域の
自慢を伝え
る。

④今までの学
習を振り返
る。


